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令和９年度（2027 年度） 

名古屋市立大学大学院医学系研究科 

修士課程（リハビリテーション学専攻）学生募集要項 

 

名古屋市立大学大学院アドミッション・ポリシー 

名古屋市立大学は、「全ての市民が誇りに思う・愛着の持てる大学をめざす」ことを大学の基本的理念として

掲げ、大学院教育では、大学院生への研究指導は研究活動の活性化の一環であるとの認識に基づき、高度な専門

性と学際的視点を備えた研究者及び職業人を育成することを目標としている。  

 本大学院では、これらの理念や目標のもとに、基本的な専門知識と技術を持ち、高度な専門性と国内外で活躍

する意欲と適性を備えた、多様な能力や経歴を有する人材を広く求めている。 

 

医学系研究科修士課程（リハビリテーション学専攻）アドミッション・ポリシー 

〇 求める学生像 

・リハビリテーション学の専門知識を有し、高度先進医療の担い手を目指す意欲のある者 

・チーム医療に貢献し、多職種連携の視点から問題解決に関心がある者 

・なごや医療モデルを中心とした、東海圏の一翼を担う専門職のリーダー・教育者を志す者 

・主体的に健康上の諸問題に関する課題を見つけ、科学的に研究を行うために必要な基礎的な能力と高い倫理

観を有する者 

・臨床医科学のみならず基礎医科学も学び、それを臨床に還元する意欲のある者 

・専門分野の欧文を読解できる語学力をもち、国際的な活躍を志す者 

 

〇 修得しておくべき知識の内容・水準 

・リハビリテーション学に関する学士課程卒業レベルの専門知識 

・自然科学に関する大学教養レベルの基礎知識 

・協調的なコミュニケーション能力 

・欧文論文読解に必要な基礎的な英語能力 

 

１ 募集人員 

修士課程（リハビリテーション学専攻） ８名 

２ 出願資格 

次のいずれかに該当する者 

(1) 大学を卒業した者又は令和９年３月卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104 条第４項の規定により、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構より学士の学位を

授与された者、又は令和９年３月までに授与見込みの者 

(3) 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者、又は令和９年３月までに修了見込みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を、我が国において履修することにより、当該外国の学校

教育における 16 年の課程を修了した者、又は令和９年３月までに修了見込みの者 

(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了し
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たとされるものに限る）を有するものとして、当該外国の学校教育制度において、位置付けられた教育

施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者、又は令和９年３月までに修

了見込みの者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関

係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの、又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指

定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行

う通信教育における授業科目を、我が国において履修することにより当該課程を修了すること、及び当

該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、前号の指定を受けたものにおいて課

程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者、又は令和９年３月ま

でに授与見込みの者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者、又は令和９

年３月までに修了見込みの者 

(8) 文部科学大臣の指定した者 

(9) 大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における 15 年の課程を修了し、本学医学系研究科

（リハビリテーション学専攻）において、所定の単位を優れた成績をもって修得したと認めた者 

(10) 本学医学系研究科（リハビリテーション学専攻）において、個別の入学資格審査により、大学を卒業し

た者と同等以上の学力があると認めた者で、令和９年３月 31日までに 22歳に達する者                   

 

３ 資格審査（出願資格(9)(10)で出願しようとする者は資格審査を受けること。） 

(1) 資格審査申請期間 

一次募集 令和８年９月 18 日（金）～９月 29日（火）〔必着〕 

二次募集 令和９年１月７日（木）～１月 12日（火）〔必着〕 

   ※二次募集は、一次募集の入学手続き者が入学定員に満たない場合のみ実施します。 

   ※一次募集の資格審査にて、出願資格認定を受けた場合は、二次募集での出願資格審査の免除が可能です。 

出願時に「受験資格有」と認定された個別資格審査結果通知書（コピー可）を同封してください。 

 

 (2) 申請書類（書類の作成は、５ 出願書類等に準じること。） 

①資格審査願 

②履歴書      ①～③は本学所定用紙を使用 

③業績書 

④最終学歴※の学校長が作成した卒業証明書及び成績証明書 

 

※本学所定用紙様式は、下記 URLからダウンロードすることが可能です。手書きの必要はありません。 

本学ウェブサイト  https://www.nagoya-cu.ac.jp/admissions/graduate/reha/ 

※理学療法士及び作業療法士を主たる対象とするが、関連分野の専門職の免許を有する者にあっては、その

免許を取得するために卒業したすべての養成所等の卒業証明書及び成績証明書もあわせて提出してくだ

さい。 

  ※卒業証明書、成績証明書に記載された氏名と現在の氏名が異なっている者は、戸籍抄本など改氏名した 

ことを証明できる書類をあわせて提出してください。 

 

（3）資格審査に必要な提出書類の郵送方法及び郵送先 

・封筒の表に「医学系研究科修士課程（リハビリテーション学専攻）資格審査書類在中」と朱書きし、上

記(2)の申請書類を８ページに記載の郵送先に必ず書留速達で郵送してください。（消印有効ではありま

せん。）申請は郵送に限ります。窓口受付は行いません。 

・国外から申請する場合は、必ず日本国内在住の代理人が申請手続きを行ってください。この場合、本学か

らの通知も代理人あてに行います。（外国からの郵送による申請は受け付けません。） 

(4) 審査結果 

審査後、速やかに通知します。 
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４ 出願手続 

(1) 出願期日 

一次募集 令和８年 10 月 27 日（火）～11月２日（月）〔必着〕 

二次募集 令和９年１月 22 日（金）～１月 28日（木）〔必着〕 

   ※二次募集は、一次募集の入学手続き者が入学定員に満たない場合のみ実施します。 

 

(2) 出願方法 

  ・角形２号封筒（ご自身でご用意下さい）に出願書類等を入れ、必要事項を記入した封筒の表紙〔本学所定

用紙〕を封筒に貼り付け、８ページに記載の郵送先に必ず書留速達で郵送してください。出願は郵送に限

ります。窓口受付は行いません。 

  ・期限までに到着しなかった場合は受理しません。（消印有効ではありません。） 

  ・国外から出願する場合は、必ず日本国内在住の代理人が出願手続きを行ってください。この場合、本学か 

らの通知も代理人あてに行います。(外国からの郵送による出願は受け付けませんので注意してください。） 

  ・外国の高等教育機関で発行された卒業証明書等で、再発行ができないものについては、コピーの提出を認 

めます。この場合、原本の送付は必要ありませんが、入学手続きの際に原本を確認するので、必ず原本を 

持参してください。 

  ・出願書類を受理したときは、受験票、受験案内を送付します。 

・一次募集については、令和８年 11月 20日（金）、二次募集については令和９年２月５日（金）を過ぎて

も受験票、受験案内が届かない場合は、〔学生課 医学系研究科（リハビリテーション学専攻）入試担当〕

にお問い合わせください。      

 

 （3）出願上の注意（事前面談の実施） 

  ・受験を希望するすべての者は、出願書類提出前に第 1希望の指導教員と連絡をとり、研究内容等について

十分に話し合ってください。第 2 希望の指導教員を記入する場合は、第 2 希望の教員とも必ず事前面談

を行ってください。 

・教員の連絡先は、9ページの教育研究分野・指導教員一覧を参照してください。 

・希望する指導教員は第 2希望まで記入できます。なお、入学後の指導教員は変更となる可能性がありま  

す。 

  ・第 1希望の指導教員名の未記入及び第 1希望の事前面談の未実施は、書類不備となり受け付けられませ 

ん。第 2希望を記入する場合は、第 2希望の事前面談の未実施も書類不備となります。 

 

５ 出願書類等 

書 類 等 摘           要 

① 入 学 願 書 

写 真 票 

受 験 票 

〔本学所定用紙使用〕 

・写真は、正面、上半身、無帽、背景なし、カラー、縦４cm×横３cm、出願前

３か月以内に撮影したものを貼り付けしてください。 

・受信場所は、確実に連絡のとれるところを記入してください。 

・希望する指導教員名は第２希望まで記入できます。第２希望を記入する場合

は、第２希望の教員とも事前面談を実施してください。 

② 履 歴 書 〔本学所定用紙使用〕 

・学歴は、高校卒業から記入してください。 

・職歴があれば記入してください。 

・理学療法士及び作業療法士または関連分野の専門職の免許を所持する場合

は、その免許登録番号を記入してください。 

・出願資格(３)～(７)又は(９)により出願する者は、初等教育（小学校相当）

から高等教育（大学相当）まで、修了した学校教育をすべて記入してくださ

い。 
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③ 卒 業 証 明 書 

（卒業見込証明書） 
・在籍又は最終学歴の学校等の長が作成したもの。 

・出願資格(２)又は(８)により出願する者は、資格を証明する書類を提出して

ください。 

・出願資格(３)～(７)により出願する者は、修了した高等教育機関（大学相当）

の卒業証明書を提出してください。コピーは認めません。ただし、外国の高

等教育機関で発行された証明書で、再発行ができないものについてはコピー

の提出を認めます。この場合は、原本を送らないでください。合格者には入

学手続きの際に原本を持参していただきます。日本語訳も任意の様式で作成

し、必ず添付してください。証明書に直接書き込まないでください。 

④ 成 績 証 明 書 ・在籍又は最終学歴の学校等の長が作成したもの。 

・出願資格(３)～(７)又は(９)により出願する者は、修了した高等教育機関（大

学相当）の成績証明書を提出してください。コピーは認めません。ただし、

外国の高等教育機関で発行された証明書で、再発行ができないものについて

はコピーの提出を認めます。この場合は、原本を送らないでください。合格

者には入学手続きの際に原本を持参していただきます。日本語訳も任意の様

式で作成し、必ず添付してください。証明書に直接書き込まないでください。 

⑤ 学 修 計 画 書 〔本学所定用紙使用〕 

・希望する指導教員名は、入学願書と同じ内容を記入してください。 

⑥ T O E I C ®  L & R 

公開テストの成績 
・Official Score Certificate（公式認定証）（コピー不可） 

・令和６年４月以降に受験したものを有効とします。 

・TOEIC Listening & Reading 公開テストのみ可とします。 

・日本国内で実施の TOEIC Listening & Reading 公開テスト成績を提出される

場合は、原則、デジタル公式認定証の写しを提出してください。その際、デ

ジタル公式認定証の写しの裏面にデジタル公式認定証 URLも記載ください。 

なお、韓国 TOEIC のウェブサイトからダウンロードし印刷された成績表は不

可とします。 

 

※出願までにデジタル公式認定証および公式認定証の提出が間に合わない

場合には、デジタル公式認定証の写しに限り試験当日の提出を認めます。

試験当日にデジタル公式認定証の写しを提出する場合には、出願時に

「TOEIC® Listening& Reading Test スコア未提出理由書」〔本学所定用

紙〕を提出してください。また、当日持参するデジタル公式認定証の写し

の裏面にデジタル公式認定証 URLも記載ください。 

⑦ 住 民 票 

（外国籍の者のみ） 
・外国籍の者で在留資格がある者は提出してください。 

・在留資格が短期の者は、パスポートに押された日本の査証の写しを提出して

ください。 

・国外在住者が出願する場合は、パスポートの写しを提出してください。 

・個人番号（マイナンバー）が省略された住民票を取得してください。取得し

た住民票に個人番号が記載されている場合は、油性ペンなどを使用して塗り

つぶし、完全に見えない状態で提出してください。 

⑧ 入学検定料等 

（30,410円） 
・振込依頼書（本学所定のもの）を使用し、必要事項を記入のうえ、30,410円

（入学検定料30,000円＋受験票等送付のための速達郵便料金410円）を添えて   

銀行などで振り込んでください。ゆうちょ銀行では取り扱いません。また、

ATM等は使わず、必ず窓口で振り込んでください。 

・振込手数料は、志願者本人の負担となります。 

・銀行などから受け取った「検定料納付証明書（B票）」を、他の出願書類と一

緒に提出してください。「振込金（兼手数料）受領書（A票）」は、入学志願

者が保管してください。 
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⑨ あて名用シール 〔本学所定用紙使用〕 

返信先を明記してください。受験票等の送付及び合否の通知に使用しますの

で、確実に受領できる住所・氏名を記入してください。 

⑩ 出願書類提出用 

封  筒  表  紙 
〔本学所定用紙使用〕 

必要事項を記入し、ご自身で用意した市販の角形 2号封筒に貼り付け、出願書

類を封入の上、学生課宛て郵送してください。 

 

 

注1） 資格審査を申請した者は、出願時に②、③及び④の再提出は不要です。 

注2） 本学所定用紙様式は、下記 URL からダウンロードすることが可能です。手書きの必要はありません。 

本学ウェブサイト  https://www.nagoya-cu.ac.jp/admissions/graduate/reha/ 

注3） 卒業証明書、成績証明書に記載された氏名と現在の氏名が異なっている者は、戸籍抄本など改氏名した

ことを証明できる書類をあわせて提出してください。 

注4） 在職のまま就学を希望する者は、受験承認書や就学承認書は必要としませんが、勤務先とのトラブルが

生じないように十分配慮してください。 

注5） 原則、既納の入学検定料は返還しません。ただし、以下の場合には、納入された入学検定料を返還しま

す。詳細は、本学ウェブサイトで確認してください。 

・二重に振込んだ場合 

・入学検定料等を振込んだが、出願書類を提出しなかった場合（出願が受理されなかった場合を含む） 

注6） 提出された出願書類は返却しません。 

 

６ 障害等を有する入学志願者との事前相談 

   障害等がある入学志願者で、受験上及び修学上の配慮を必要とする方は、出願前までに必ず〔学生課  

医学系研究科（リハビリテーション学専攻）入試担当〕まで申し出てください。 

 

７ 入学者選抜期日及び方法 

(1) 期日、時間、科目等 

試 験 期 日 試験時間 試験時間及び試験方法 

[一次募集] 

令和 ８年 12月５日（土） 

[二次募集] 

令和 ９年 ２月 13 日（土） 

指定した時間に行う。 

・TOEIC® L&R 公開テストの公式スコアを 40

点分に換算する。 

・面接 提出した成績証明書、履歴書、学修

計画書等をもとに実施する。 

 

（2）試験会場及び集合時間 

滝子キャンパス２号館（名古屋市瑞穂区瑞穂町字山の畑1） 

※ 受験票とともに、集合時間等を記載した受験案内をお送りします。 

 

８ 合格発表 

一次募集 令和 ８年 12月 16日 （水） 

二次募集 令和 ９年 ２月 24日 （水） 

  合否結果は、一次募集は令和８年 12月 16日に、二次募集は令和９年２月 24日に郵送にて発送します。 

一次募集は 12月 21 日（月）までに、二次募集は３月１日（月）までに結果が届かない場合は〔学生課  

医学系研究科（リハビリテーション学専攻）入試担当〕までお問い合わせください。 

※ 学内掲示及び Web 掲載による発表は行いません。 

https://www.nagoya-cu.ac.jp/admissions/graduate/nurse/
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９ 入学手続 

(1) 手続期日（予定） 

一次募集 令和８年 12月 下旬 

二次募集 令和９年 ３月 中旬 

 (2) 手続方法 

  合格通知とあわせて、速やかに詳細を本人又は代理人あてにお知らせします。 

(3) 入学手続時に必要な経費 

  ア 入学料    名古屋市住民等 232,000円 

           そ の 他 の 者 332,000円 

イ 学生教育研究災害傷害保険料（現行）        1,750円 

 

注 1）上記は、令和８年度入学者の金額であり、令和９年度については改めてお知らせします。 

注 2）名古屋市住民等とは、①入学者又は②入学者の配偶者若しくは 1親等の親族が入学の日（４月１ 

日）において、同日の前から引き続き１年以上の期間、名古屋市内に住所を有していたことを住民 

票により証明できる者を指します。 

注 3）入学料等は、入学手続時までに金融機関で納入してください。既納の納付金は返還しません。 

 

10 授業料 

    年額 535,800円（前期・後期分 各267,900円） 

注 1）授業料は、入学後、年２回（前期・後期）に分けて納めてください（口座引落）。 
注 2）授業料は、令和８年度入学者の金額であり、令和９年度については改めてお知らせします。 

また、在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定後の授業料を適用します。 

注 3）実習費などの諸経費が別途必要になります。 

 

11 授業料の減免制度  

  経済的理由により授業料の納付が著しく困難であり、かつ学業優秀と認められる場合には審査の上、 

授業料の全額または半額、もしくは４分の１の額が免除されます。詳しくは、学生課（学生支援）へお問い

合わせください。 

 

12 長期履修制度 

・職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修 

し、課程を修了することができる制度です。 

・博士前期課程の標準修業年限は 2年ですが、長期履修学生の在学期間は 3年となります。 

・授業料は、標準修業年限期間の授業料総額を決定された履修期間で按分した額とします（年額）。 

・この制度に関するお問い合わせは、医学部事務課大学院担当までお願いします。 

 

13 奨学金制度 

   日本学生支援機構において、大学院学生に対する貸与制度があります。希望者については、本学に 

おいて学業成績及び研究能力等を審査のうえ推薦手続をとります。詳しくは、学生課（学生支援）へ 

お問い合わせください。 

 

14 個人情報の取り扱い 

  個人情報については、「名古屋市個人情報保護条例」に基づいて、次のとおり取り扱います。 

(1) 個人情報の利用 

ア 出願書類等に記載された氏名、住所その他の個人情報については、入学者選抜業務（出願登録処理、

選抜実施、合格発表、入学手続等）を行うため使用します。 
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イ 入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報を、今後の入学者選抜及び大学教育の改善のための調査研

究や学術研究の資料として利用する場合があります。（調査研究の発表に際しては、個人が特定でき

ない形で行います。） 

ウ 入学者の個人情報については、教務関係（学籍管理、就学指導等）、学生支援関係（健康管理、授業

料免除・奨学金申請、就職支援等）、授業料徴収に関する業務を行うために利用します。 

(2) 業者への委託 

    上記(1)の各業務での利用に当たっては、個人情報の適切な取り扱いに関する契約を締結した上で、一

部の業務を外部の事業者に委託することがあります。 

 

15 注意事項 

・出願書類等が不備の場合は受理しません。 

・出願書類等に虚偽の記載をした者は、入学後であっても入学を取り消すことがあります。 

・出願書類等は返還しません。 

・受信場所を変更した場合は、直ちに〔学生課 医学系研究科（リハビリテーション学専攻）入試担当〕に連

絡してください。 

・二重学籍は認められません。 

・悪天候や災害の発生時など、緊急時の連絡及び本募集要項の内容から変更する必要が生じた場合には、本

学ウェブサイトにより周知しますので、受験前は特に注意してください。また、受験者本人へ直接連絡す

る場合がありますので、入学願書や資格審査願には、必ず連絡のとれる連絡先を書いてください。 

 

○敷地内全面禁煙について 

本学は、敷地内禁煙を実施しており、学生の皆さんにも、 

この方針を遵守していただくとともに、大学周辺道路での禁煙にもご協力をいただいております。 
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〇資格審査申請書類、出願書類郵送先、出願、入学等に関する照会先 

 

〇授業料免除制度、奨学金に関する照会先 

 

〇研究内容、資格審査、長期履修制度に関する照会先 

  

〒467-8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄 1番地 

名古屋市立大学 事務局 教育研究部 学生課  

医学系研究科（リハビリテーション学専攻）入試担当 

電話番号 052-853-8020 

E-mail   shingaku@adm.nagoya-cu.ac.jp 

〒467-8501 名古屋市瑞穂区瑞穂町字山の畑 1 

名古屋市立大学 事務局 教育研究部 学生課（学生支援） 

電話番号 052-872-5042 

〒467-8501 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄 1番地 

名古屋市立大学 医学部事務課 大学院医学系研究科リハビリテーション学専攻 担当 

電話番号 052-853-8545 

E-mail   rehajimu@sec.nagoya-cu.ac.jp 

 URL   https://www.nagoya-cu.ac.jp/reha/ 
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医学系研究科修士課程（リハビリテーション学専攻） 教育研究分野・指導教員一覧  

※各教員連絡先メールアドレスの後には@med.nagoya-cu.ac.jpをつけてください。 

指導教員 連絡先 研究キーワード 

運動機能障害学分野 

飯塚 照史 教授 iitsuka ハンドセラピィ 手外科 

吉田 一平 講師 i-yoshi 作業療法学 生活目標設定支援  

挑戦・能力バランス（フローモデル） QOL・ウェルビーイング  

デジタルヘルス 運動・作業遂行分析 

精神障害学分野 

佐藤 大介 教授 sato 精神障害リハビリテーション 

発達障害学分野 

車谷 洋 教授 hirokuru 手指・上肢協調運動計測・解析 シナジー制御・トレーニング  

青年期発達障害 手内在筋三次元動作解析  

センサーフュージョン 表面筋電図 超音波画像 

塩津 裕康 講師 shiozu CO-OPアプローチ 学校作業療法 発達障害 

認知神経科学分野 

大星 有美 教授 oboshi ワーキングメモリ 感情調整 遂行機能 self-awareness  

高齢者 軽度認知障害（MCI） 前頭前野 脳機能イメージング  

fNIRS 

草川 裕也 准教授 kusakawa 神経科学 末梢神経 運動療法 自動車運転 

発達・再生統合科学分野 

竹中 菜々 講師 takenaka iPS細胞 幹細胞 筋ジストロフィー 病態解析 再生医療  

モデル動物 治療法開発 分子標的治療 運動機能評価 

運動科学分野 

池田 崇 教授 tk.ikeda 運動器・スポーツリハビリテーション  

高齢者 リハビリテーション栄養 システマティックレビュー 

システム神経リハビリテーション科学分野 

野嶌 一平 教授 nojima 神経生理 運動学習 

堀場 充哉 講師 pthoriba パーキンソン病 リハビリテーション 

心臓リハビリテーション科学分野 

加藤 倫卓 教授 mkato 心臓リハビリテーション 急性期リハビリテーション 

内部障害理学療法 臨床疫学 

足立 拓史 講師 adachi フレイル デジタルヘルス 身体活動 重症化予防  

心臓リハビリテーション 臨床疫学 

 

注）この一覧は、令和８年４月１日現在に所属する専任教員が担当する研究キーワード等を紹介したものであ 

り、今後変更される可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 


